
三重県桑名市

桑名城下町遺跡発掘調査報告書
　　　　　　　　　　　～鍛冶町 34 地点～

例言

１	 本書は三重県桑名市鍛冶町 34 番地に所在する桑名城下町遺跡（市遺跡 No.99）の発掘調査報	

	 告書である。

２	 調査は個人住宅建設にともなう事前調査であり、平成 11 年度国庫補助金、県費補助金の交	

	 付を受けて実施した。

３	 調査は現地での発掘作業を平成 12 年１月 17 日～ 21 日にかけて行った。整理作業は引き続	

	 き３月にかけて実施した。

４	 調査体制は以下のとおりである。

	 調査主体	 桑名市教育委員会

	 調査担当	 斉藤理（桑名市教育委員会）

	 調査参加者	 稲垣英三子、浅野直士、大橋寛幸、北井隼人、佐野梓

５	 本書は平野亜紀（桑名市教育委員会）の協力を得て、水谷芳春（桑名市教育委員会）、斉藤	

	 が執筆、編集を行った。

６	 発掘調査及び、報告書の作成過程において、三重県教育委員会、三重県埋蔵文化財センター	

	 にご指導、ご協力いただいた。

７	 調査に関する記録、及び出土遺物は桑名市教育委員会で保管している。
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Ⅰ　桑名城下町遺跡の立地と環境

　本遺跡の所在する桑名市は三重県の北部に位置し、東は愛知県に、北は岐阜県、西は滋賀県と	

近接している。本遺跡は愛知県との境を成す木曽川、揖斐 ･ 長良川の右岸に広がる沖積地の北東	

端、伊勢湾に面する緩やかな平野に立地する。この沖積地は近世以前は ｢ 自凝洲崎 ｣｢ 加良洲崎 ｣	

｢ 泡洲崎 ｣ の３つの洲崎に分かれていたとされるが、その後本多忠勝らによってすすめられた、	

いわゆる ｢慶長の町割 ｣等によって桑名城下町として利用されることとなった。

　調査地の地番は鍛冶町 34 番地で、周辺には鍛冶町御門や七ツ屋橋、常夜灯があったとされ、	

桑名城下町の西の入口のひとつであったと考えられる。（斉藤）

Ⅱ　調査に至る経緯と経過

　平成 11 年 12 月 14 日付教社第 239 号にて青山茂孝氏から、今回の調査地である桑名市鍛冶	

町 34 番地の 93,59 ㎡こついて個人住宅建設計画があるため、桑名市教育委員会に文化財の所在	

の有無及びその取扱を照会する文書が提出された。

　教育委員会は周知の遺跡である桑名城下町遺跡（市遺跡 No.99）の範囲内であること、開発を	

行う場合は事前に記録保存のための発掘調査が必要な旨を回答した。

その後、数度の話し合いを経たが、住宅建設の工法上現状保存が困難であったため、やむを	

得ず記録保存のための発掘調査を実施することとなった。

　青山氏より、平成 11 年 12 月 20 日付教社第 239 の３号で文化財保護法第 57 条の２第１項に	

基づく埋蔵文化財発掘調査の届出を受けた教育委員会は、平成 12 年１月 17 日発掘調査に着手	

した。文化庁に対する埋蔵文化財発掘調査着手の報告は、文化財保護法第 98 条の２第１項に基	

づき、平成 12 年１月 17 日付教文第 239 の７号にて行った。

　調査は１月 17 日に開始した。表土層から順次重機にて掘削を行い、土層の境等では必要に応	

じて人力による掘削、精査を行った。表土直下からは昭和 20 年の桑名空襲の際の焼土層が確認	

され、さらに下層に掘りすすめたところ、-0,4 ｍのレベルで石積みと胴木が検出された。引き	

続き遺構実測、写真撮影等を行い、現地調査は１月 21 日に終了した。（水谷）

Ⅲ　遺構

　遺構は最下層で石積みと胴木が検出された。堀ないしは水路として利用されていたと思われる。

埋土は表土直下で昭和 20 年の桑名空襲の際の焼土層が検出された。最下部には近世に堆積したと

考え得る有機質黒色土層が部分的に認められたが、大部分は明治以降に堆積した土層であった。

胴木　直径約 0,25 ｍ、長さ約６ｍの松材を樹皮がついたまま使用。数カ所に切り込みを入れ、屈

曲を補正している。調査区の西 ･ 南 ･ 北の３カ所で確認され、それぞれ２～３本をセットとし	

て使用。

石積み　調査区の西側で検出。南 ･ 北側では基礎部分のみが残存する。胴木の間には人頭大の自

然石を配置し、石積みの根石としている。堀を埋め立てる際に石積みのほとんどが撤去され、根	

石部分が残存したものと思われる。

刻印のある石　調査区の北東隅で検出。大きさは 0,6 ｍ× 0,5 ｍ× 0,4 ｍで、西向きの面に刻印が

認められた。何らかの記号と思われる。（斉藤）



Ⅳ　遺物

　遺物は表土層や戦災復興の際の撹乱層からの出土が最も多く、遺構に伴う遣物はごくわずかで

あった。主に近世～明治初頭にかけての瀬戸美濃産陶磁器や、肥前産の磁器類が出土している。	

法量等の詳細は遺物観察表（表１）を参照されたい。

瀬戸美濃陶器　碗 ･ 皿 ･ 鉢 ･ 徳利等が出土している。１は灰釉の碗。２は鉄釉の筒型碗。３は灰

釉の油皿。４は擂鉢。５は鉄釉の銭甕。６は蓋物。７～ 11 は徳利。７は ｢ 桑名 ｣｢ 佐保屋 ｣｢ ∧	

サ ｣、８は ｢ 佐保屋 ｣｢ ∧サ ｣、９は ｢･･･ 屋 ｣｢ □□ ･･･｣｢ □□ ･･･｣、10 は ｢･･･ 屋 ｣｢ □□ ･･･｣、

11 は ｢･･･ 屋 ｣｢ □□ ･･･｣ とそれぞれ鉄字が書かれる。12 は灰釉の水甕。底部中央に直径８mm の	

孔が穿たれている。焼成後の穿孔であり、植木鉢に転用していたものと思われる。

肥前磁器　碗 ･ 皿 ･ 花瓶等が出土している。13 は染付の碗。14 は白磁の紅皿。｢ 小町紅 ｣｢ 京

都 ｣｢ □□ ･･･｣ と上絵付される。15 は染付の筒型椀。16 は染付の皿。内面にはコンニャク判に	

より花文が施される。17 は青磁の花瓶。（斉藤）

Ⅴ　まとめ

　調査面積はさほど広くなかったものの、特色ある遺構が検出された。石積みと胴木は出土遺物	

から、江戸時代末頃まで機能していた石垣を持つ堀、ないしは水路に伴うものと思われる。その	

後明治初頭には石垣を撤去し、埋め立てを行ったようで、石垣は最下部の一部が撤去されずに残	

され、刻印のある石、胴木、胴木の間にある石等は何らかの理由で残置されたものと思われる。	

	 （斉藤）
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図１　調査地位置図（１：２５０００）

図２　調査地点位置図（１：２５００）



図３　調査区平面図（１：５０）



図４　遺構断面図（１：５０）

図５　刻印のある石実測図（１：２０）

報告書

番号
遺構・層位 器種

法量（ｃｍ）
備考

口径 底径 器高

1 黒色有機物層 陶器　碗 - （4.1） - 内面・外面体部灰釉、瀬戸美濃産

2 堀埋土 陶器　筒型碗 - (5.0) - 内面・外面体部鉄釉、内面底部にトチ目４ヵ所、瀬戸美濃産

3 堀埋土 陶器　油皿 (6.8) (3.7) 1.2 内面・外面体部灰釉、瀬戸美濃産

4 表土層 陶器　擂鉢 (34.8) (13.4) 15.3 内外面鉄釉、櫛目 18 本、瀬戸美濃産

5 戦災撹乱層 陶器　銭甕 (14.8) - - 内外面鉄釉、瀬戸美濃産

6 胴木の間 陶器　蓋物 - - - 外面体部灰釉、瀬戸美濃産

7 戦災撹乱層 陶器　徳利 2.5 9.5 25.3 
外面灰釉・外面底部釉拭い取り・外面体部鉄字「桑名」「佐保屋」「∧サ」、瀬戸

美濃産

8 堀埋土 陶器　徳利 1.7 - - 内外面灰釉・外面体部鉄絵「∧サ」「佐保屋」、瀬戸美濃産

9 戦災撹乱層 陶器　徳利 - 9.3 - 内外面灰釉・外面底部釉拭い取り・外面体部鉄字「屋」「□」「□」、瀬戸美濃産

10 戦災撹乱層 陶器　徳利 - 9.7 - 内外面灰釉・外面底部釉拭い取り・鉄字「屋」「□」、瀬戸美濃産

11 戦災撹乱層 陶器　徳利 - (7.7) - 内外面灰釉・外面底部釉拭い取り・外面体部鉄字「屋」「□」、瀬戸美濃産

12 表土層 陶器　水甕 - 16.9 -
内面・外面体部灰釉、内面底部にトチ目４ヵ所、底部中央に直径 8㎜の穿孔瀬戸

美濃産

13 戦災撹乱層 磁器　碗 - 3.8 - 染付、肥前産

14 戦災撹乱層 磁器　紅皿 (6.7) (2.2) 2.6 外面体部上絵付「□」「小町紅」「京都」

15 黒色有機物層 磁器　筒型碗 - (3.6) - 染付、肥前産

16 堀埋土 磁器　皿 (10.2) (5.3) 1.9 染付、内面コンニャク判、肥前産

17 黒色有機物層 磁器　花瓶 - - - 内外面青磁、肥前産

表１　遺物観察表

復元値については（　）で示した。



図６　遺物実測図（１：３）



図７　遺物実測図（１：３）
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写真図版２

測量状況



写真図版３

出土遺物

出土遺物

出土遺物
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